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　日本語教育実践研究（2）は、「日本語を第二言語として学ぶ子ども」（以下、JSL
の子ども）を対象にした日本語教育の実践研究をテーマにした授業です。近年、このよ
うなJSLの子どもたちが全国的に増力口しており、社会的、教育的課題となっています。
これらの子どもたちが日本語を学び、学習に参加していくには、どのような支援ができ
るかを日本語教育の視点から考えていくのが、この実践のねらいです。
　この実践研究が、他の実践研究と違う点は、実践の場が学外にあるということです。
日本語教育研究科は2002年度に新宿区教育委員会と協定を結びました。それは、本
研究科の大学院生を新宿区内の公立幼稚園、小中学校に「日本語教育ボランティア」と
して派遣し、日本語教育支援を行うという趣旨です。したがって、この授業を受講した
学生は、週に1回は学校へ行き、子どもに日本語を教え、あるいは学習の支援を行い、
その実践記録を大学の授業に持ち帰り、年少者日本語教育の課題について検討すること
になります。
　授業で取り上げる課題は多岐にわたります。日本語がまだ十分に使えないJSLの子
どもに対する文字指導、漢字指導から教科学習の指導、4技能を含むコミュニケーショ
ン能力の向上まであります。難しい点は、成人を対象にした日本語教育と異なり、子ど
もの認知発達や成長の過程でどのように言語能力を伸ばし、かつどのように学習を支援
していくかという課題です。また、そのような的確な指導を行っていくには、子どもた
ちの日本語能力の発達段階を把握することも必要です。この実践では、そのために開発
されたrJSLバンドスケール」も使用しつつ、実践に取り組んでいます（詳しくは、
HPを参照ください：http：〃www．£waseda．jp／kawakamシindex．html）。
　今回収録される論考は、2006年度春学期の授業から生まれました。尾関史の実践研
究は小学校のJSLの子どもが在籍学級の授業に参加できる場合とできない場合の差
がどこにあるのかを授業観察をもとに考察し、個人の文脈の重要性を指摘しています。
河上加苗の実践研究は「日本語教育ボランティア」の日本語指導の内容について議論を
行い、子どもの主体的な学びを構築する「総合型体験学習」の可能性について論じてい
ます。さらに、大西博子の実践研究は、中学校のJSL生徒を指導する場合の指導の観
点について論じています。いずれも、JSLの子どもの日本語能力をどう捉え、どう育
成していくのかというテーマに収敏する実践研究です。
（カワカミ　イクオ・日本語教育研究科教授）
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